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文学部　児童教育学科
教授
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一
愛知県内の小学校で長年教鞭
をとり、主に特別支援教育に携
わる。即興劇を活用した心理劇
的アプローチを通級指導教室
で発達障害のある子どもたち
に実践。2018年より盛岡大学文
学部教授。

障がいのある子どもたちと
現場で接して30年
　小学校の教員として30年以上を過ごし、そ
のほとんどを特別支援教育に従事し、障がいの
ある子どもたちと関わってきました。最初の頃
は特殊学級（現在の特別支援学級）、後に通級
指導教室で、自閉症スペクトラムや ADHDと
いった発達障害のある子どもたちを指導してき
ました。
　発達障害の子たちは知的な遅れは軽度です
が、対人関係に困難を抱えている子が多いです。
そのため、小学校の段階から人との関わり方の
スキルを学ぶことはとても大切です。対人関係
でつまずくと後の不登校やいじめにつながること
もあり、将来この子たちが社会的に自立していく
ためにも、小学校の段階から対人スキルを学ぶ
必要があると教師である私は感じていました。

「心理劇」の手順を、教育現場に合わせて
変更し実践
　対人スキルを向上させるためには、主にソー
シャルスキルトレーニングが用いられていま
す。しかし、適用上の問題点も指摘されてい
ます。
　そこで私は、ソーシャルスキルトレーニン
グ以外の方法として「心理劇」に着目しま
した。即興劇である心理劇はこれまで福祉施
設や病院などでしばしば用いられていました
が、小学校で実践されることはほとんどあり
ませんでした。従来の心理劇を学校でも適用
できるよう、内容や方法を一部変更し、「心
理劇的アプローチ」として実施することにし
ました。実際に教育現場で実践してみて、子
どもたちには「自信がついた」「会話スキル
が身についた」などの効果が現れました。
　この心理劇的アプローチが、発達障害のあ
る子どもたちの対人関係の形成に有効である
ことが認められれば、今後、小学校の授業で
ソーシャルスキルトレーニングと同様に広く
活用されていくのではないかと思います。

F acu l ty &
Resea rch

〔　　  〕
　私が実践した心理劇は、小学生でも取り組みやすいよう
に童話をベースにし、その物語の本筋に従って自由に話し
たり動いたりする即興劇です。子ども２人と指導者１人の
３人で行います。繰り返し行うことで、対人スキルが向上
する効果がみられました。

　大学の授業でもこのアプローチを紹介し、時には学生の
皆さんにも実際に心理劇的アプローチを体験してもらっ
ています。卒業生が教育の現場でこのアプローチを使い、
子どもたちに効果が現れることを期待しています。

童話をもとに、自由に、
即興的に演じる心理劇E p i s o d e
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激動期南北のスーダンを現地で体験
　専門は文化人類学と地域研究、専門地域はア
フリカです。北東アフリカのスーダン共和国、
南スーダン共和国に暮らす人々の生活や宗教に
ついて調査・研究を続けています。
　もともと一つの国だった南北スーダンは長い
間内戦をしており、多くの人が住む場所を失
い難民となりました。そうした中、2011年に
スーダン共和国から南スーダン共和国が独立。
2011年から 2012年にかけ、まさにスーダンが
大きく変わろうとしていたとき、私は調査のた
め現地に長期滞在していました。
　同じ国といっても、北（スーダン共和国）と
南では言葉も文化も宗教も生活も違います。南
スーダンの独立を受け、北に逃れていた人たち
は南へと戻ってきました。しかし内戦は約 30

年にわたっていました。両親は南スーダン出身
だけれど生まれも育ちも北スーダンという人た
ちもいます。そんなさまざまな背景を持つ人々
に触れ、「人々にとって『帰還』とは何か」が
私の主な研究テーマになっていきました。

文学部　社会文化学科
准教授

飛
と び な い

内  悠
ゆ う  こ  

子
専門地域はアフリカ（南北スーダン、ウガンダ）。2005年より
たびたびスーダンを訪れ、現地の人々とともに過ごしながら
彼らの生活や宗教について調査・研究をしている。2018年よ
り盛岡大学文学部准教授。
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研究結果が難民帰還支援の
一助になれば
　文化人類学の研究は、参与観察（長期にわた
り一緒に暮らしながら観察すること）が主とな
ります。南スーダンにルーツを持つククの人々
と過ごす中で、難民にとって「帰還」とは、も
ともといた場所に戻ることではなく、それぞれ
が「帰るべき場所」をつくり、そこに向かう行
為ではないかと私は考えました。その場所は一
つではなく、その人の置かれた状況によっても
変化していくものです。
　研究結果は学会や論文などで発表してきまし
たが、例えば世界の難民の帰還支援を行ってい
る国際機関などにこういった現実があることを
伝え、支援の参考にしてもらうこともできるの
ではないかと考えています。

〔　　  〕
　南北スーダンに興味を持ったのは、学生時代のアラビア
語の先生が北スーダン出身だったことから。北スーダンは
グレープフルーツやハイビスカスティーなどが特産で、南
スーダンは内戦の原因のひとつにもなりましたが石油産

出国でもあります。
　スーダンで好きな食べ物はピーナッツペースト。パン
につけたり、シチューに入れたりもします。オクラもよく
食べます。オクラは民族語で「モラン」というんですよ。

長い時には１年に及ぶこともある現地調査。
スーダンってどんなところ？E p i s o d e
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